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金
沢
学
院
大
学
と
金
沢
学
院

短
期
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
報
告
会
は
九
月
二
十
一
日
と

二
十
五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
学
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

夏
休
み
期
間
中
に
石
川
県
内

の
役
所
、
公
共
施
設
、
金
融
機

関
、
民
間
会
社
な
ど
で
一
週
間

程
度
の
職
業
体
験
に
臨
ん
だ
学

生
が
、
業
務
の
内
容
や
苦
労
し

た
点
、
感
想
な
ど
を
発
表
し
、

聴
講
し
た
学
生
は
今
後
の
就
職

活
動
の
参
考
と
し
ま
し
た
。 

大
学
の
報
告
会
で
は
、
イ
ン 

人
で
す
。 
 

卒
業
生
は
「
就
職
指
導
部
に

顔
を
出
し
情
報
を
収
集
す
る
」

「
企
業
説
明
会
な
ど
の
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
し
、
積
極
的
に
行
動

す
る
」
な
ど
と
助
言
し
ま
し
た
。 

 

 
仕事の心構えなどを話す卒業生 

＝東高校体育館 

表
に
臨
み
ま
し
た
。 

 
石
川
県
庁
で
働
い
た
女
子
学

生
は
「
地
味
な
作
業
の
連
続
だ

っ
た
。
学
生
は
時
間
が
あ
る
と

実
感
し
た
」
、
金
融
機
関
に
出
向

い
た
男
子
学
生
は
「
地
域
の
客

に
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

た
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。 

 

短
大
の
報
告
会
＝
写
真
上
＝

で
は
、
百
貨
店
で
接
客
し
た
女

子
学
生
が
「
世
の
中
に
は
自
分

の
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
分
か
っ
た
」
、ま
た
食
品

製
造
会
社
で
業
務
体
験
し
た
男

子
学
生
は
「
社
員
が
誇
り
を
持

っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
感
じ

た
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。 

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
五

十
六
人
の
う
ち
約
四
十
人
が
発 

地
域
か
ら
信
頼
、
社
員
に
誇
り 

大
学
、
短
大
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会 

 

短
大
卒
業
生
が
後
輩
に
助
言 

就職活動の苦労話などを披露する短大卒業生 
＝４号館講堂  

チャンス生かし 
積極的に行動を 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
の
九
月

二
十
六
日
の
プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
、
卒
業
生
に
就
職
に
つ
い
て

の
助
言
を
も
ら
う
講
座
が
持
た

れ
、
一
年
生
約
百
四
十
人
が
来

年
に
迫
っ
た
就
職
活
動
に
つ
い

て
意
識
を
高
め
ま
し
た
。 

 

来
訪
し
た
卒
業
生
は
、
岡
亜

衣
さ
ん（
北
陸
極
東
警
備
保
障
）

浅
井
美
咲
さ
ん
（
ト
ヨ
タ
レ
ン

タ
リ
ー
ス
）
日
角
青
鈴
さ
ん（
宮

下
印
刷
）
原
雪
乃
（
エ
イ
ム
）

森
田
希
（
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
販 

売
）
長
野
有
沙
さ
ん
（
社
会
福

祉
法
人
大
和
保
育
園
）
栗
山
祐

佳
さ
ん
（
日
本
海
給
食
）
の
七 

 

 

金
沢
東
高
ベ
ス
ト
８ 

 

秋
の
北
信
越
高
校
野
球
石
川

県
大
会
に
出
場
し
た
金
沢
学
院

東
高
校
は
九
月
十
五
日
、
初
戦

の
２
回
戦
で
、
シ
ー
ド
校
の
小

松
工
業
を
５
―
４
の
逆
転
で
破

り
、
十
八
日
の
３
回
戦
で
も
津

幡
を
２
―
１
で
下
し
て
ベ
ス
ト

８
に
進
出
し
ま
し
た
。
し
か
し

二
十
三
日
の
準
々
決
勝
で
は
星

稜
に
０
―
５
で
敗
れ
て
、
二
年

連
続
の
本
大
会
出
場
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

東
高
で
も
卒
業
生
の
講
話 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
卒
業
生

に
よ
る
職
業
講
話
は
九
月
二
十

日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、

五
人
の
卒
業
生
が
、
高
校
生
活

を
振
り
返
っ
て
大
切
だ
と
思
う

こ
と
や
現
在
の
職
業
で
苦
労
し 

ま
な
い
、
挨
拶
を
す
る
な
ど
が

将
来
に
向
け
て
大
切
な
こ
と
」

な
ど
と
話
し
ま
し
た
。 

 

表
計
算
ソ
フ
ト
の
使
い
方 

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
の
土
曜
大
学
第
四
回
講
座

「
表
計
算
エ
ク
セ
ル
入
門
」
は

九
月
十
六
日
、
二
号
館
で
開
か

れ
、
参
加
し
た
約
四
十
人
が
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
表
計
算
ソ
フ

ト
の
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
か

ら
計
算
式
、
グ
ラ
フ
の
挿
入
な 

ど
へ
の
応

用
を
勉
強

し
ま
し
た

＝
写
真
上

＝
。
講
師

は
林
有
一

教
授
が
務

め

ま

し

た
。 

 

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
初
披
露 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
三
年
生

は
九
月
二
十
六
日
に
本
学
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
い
た
体
育
祭
で
、

初
め
て
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー 

ラ
ン
を
披

露
し
ま
し

た
＝
写
真

上
＝
。
赤
、

青
、
黄
色

組
に
分
か

れ
、
順
に

力
強
く
華

麗
な
演
技 

 

 

 

リ
ス
ニ
ン
グ
の
こ
つ
学
ぶ 

 

土
曜
大
学
第
五
回
講
座
「
英

語
の
実
践
的
な
リ
ス
ニ
ン
グ

力
」
＝
写
真
左
＝
は
九
月
三
十

日
、
二
号
館
で
開
か
れ
、
参
加

し
た
十
三
人
が
、
英
語
の
聞
き

取
り
の
こ
つ
や
、
日
本
人
に
は

区
別
が
つ
け
に
く
い
Ｌ
と
Ｒ
の

発
音
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
、

口
の
形
、
舌
の
使
い
方
な
ど
を

勉
強
し
ま
し
た
。
ペ
ギ
ー
・
イ 

ケ
ダ
、
笠

間
弘
美
の

両
助
教
授

が
講
師
を

務
め
、
発

音
な
ど
を

丁
寧
に
指

導
し
ま
し

た
。 

を
行
い
ま
し
た
。 

て
い
る
点
を
話
し
ま
し
た
。 

 

訪
れ
た
の
は
岩
城
賢
太
郎
さ

ん
（
金
沢
学
院
大
学
、
い
す
ゞ

自
動
車
近
畿
）
中
野
雅
子
さ
ん

（
同
、
北
國
新
聞
社
）
宮
田
章

生
さ
ん
（
長
崎
県
立
大
学
、
大

和
）
大
間
美
紀
さ
ん
（
金
沢
学

院
短
大
、
北
國
銀
行
）
川
坂
美

智
代
さ
ん
（
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品

販
売
）
の
五
人
で
す
。 

 

卒
業
生
は
、「
高
校
時
代
に
自

分
の
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ

と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
「
休 


